
電気牧柵は，有刺鉄線など従来の恒久柵に比べ

て，設置が容易であり，費用もかからないことな

どから，家畜の放牧管理においては必須の管理ツー

ルとなりつつあります。一方で，機器の故障や電圧

の低下に伴う脱柵の懸念も指摘されています。本研

究では，動物行動学的手法を用い，非通電の電気牧

柵の肉用牛に対する心理柵としての障壁効果につ

いて明らかにしました。

肉用牛は柵外に誘因がある場合，右の写真図のよ

うに電牧線を避けつつ，なるべく接触せずに摂食が

できるよう前屈したりして摂食範囲の拡張を図り

ます。そして電気刺激が弱い，またはないことを認

識すると，強引に突破していきます。牧柵線は電気

刺激がなければただの紐ですので，牛にとっては障

壁になりません。電気刺激が途絶えて24時間以内に

は，牧柵線に対する接触頻度ならびに接触時間は大

幅に増えることも明らかになっており，故障や漏電

に伴う電気刺激の　欠如から24時間で脱柵のリス

クが高まることが分かりました。

このように当研究室では，家畜を中心に，動物

の快適な飼育管理やアニマルウェルフェアに関す

る研究，環境エンリッチメントに関する研究を行っ

ています。
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ヒトと動物に快適な飼育管理法の構築に利用できます。

本研究は、電気刺激の有無による電気牧柵の心理柵としての効果の検証ならびに脱柵の

メカニズムの解明を目指すものです。
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肉用牛の電気牧柵からの脱柵行動の研究


